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第６波の感染拡大に対応して
校 長 古 市 直 彦

新型コロナウイルス感染の第６波の勢いが

心配される毎日が続いています。１０代の感

染も多く、学校等の教育施設でのクラスター

発生も多く報道されています。本校ではクラ

スターは発生しておりませんが、早めの対策

として、本日より１年５組を学級閉鎖にし、

明日からギガタブを用いたオンライン授業を

行います。また、これとは別に、り患・濃厚

接触者に特定されたり、登校に不安を感じた

り、さらには受験に備えて大事をとったりす

ること等により、やむを得ず登校できない状

況も生じております。そのような場合、本校

では、オンライン授業の配信等の学習支援を

行っております。新たに、オンラインによる

授業の配信を希望される場合には、学校にご

相談ください。尚、教科や学習内容によって

は、オンラインでの配信が難しい場合もあるため、プリント等で代替する場合もあることや、希望者

の人数や状況により対応が一律にできない場合があることはご了承ください。

３年生の修学旅行は…

３年生の修学旅行については、ここ数週間、心を悩ませる日々が続いております。

１月の調査では、多くの保護者の方の、「キャンセル代がかかっても、できるだけ修学旅行に行け

る可能性を残してあげてほしい」というお気持ちを感じることができましたし、学校としましても、

何とか行かせてあげる方法を模索しておりました。１月末には、千葉市教育委員会に、山梨県への１

泊２日の計画で報告も済ませてあります。大きな拡大にならないように、学年・学級閉鎖も早めに対

応しましたし、３月の上旬には感染の拡大がピークアウトするのでは…（してほしい…）とも考えて

おりました。

しかしここに来て、２月１３日(日)まで千葉県に出ている「まん延防止等重点措置」が、２月２７

日(日)かそれ以上にまで延長されるだろうという報道がされております。

そこで、３月１日(火)から１泊２日で予定しておりました、山梨県方面への修学旅行は断念するこ

ととしました。

「まん延防止等重点措置」が解除されれば、修学旅行自体は実施できるのですが、「まん延防止等

重点措置」期間中は、職員による下見のための県外出張ができません。当初の予定でした長野県への

修学旅行に関しては早い時期に職員による下見を済ませておりましたし、山梨県への修学旅行に関し

ましても、「まん延防止等重点措置」が解除されしだいすぐに…と計画を立てておりましたが、現状



では難しい状態となってしまいました。安全の確認ができない以上、修学旅行自体も実施できません。

代替案に関しましては、現在検討中ですので、決まりしだいお知らせします。

学校としましても、非常に残念な気持ちでいっぱいです。生徒の皆さん・保護者の皆様におかれま

しても、なにとぞ、ご理解をいただきますよう、お願い申し上げます。

今、学校では…

総合展２部校内作品展と校内書き初め展金賞作品展を開催中
カウンセリングルーム前のスペースで、同時開催中です。昼休みや移動教室の際等に足を止めて

観ていく１・２年生が多いようです。次（来年）の学習に生かしてくれることを期待しています。

３年公立選抜出願（２月５日）
昨年度から、公立高校の出願は郵送でもよいことになってい

ます。本校では、私立入試出願のときと同様に、千葉小倉台郵

便局局長の大塚様にお願いして、校内に特設の窓口を開設して

いただき、無事、出願が終了しました。外部に出かける機会が

減ることで感染リスクも減りました。このようなご協力をいた

だけている中学校は、千葉市内では他にないかもしれません。

本当にありがとうございました。

働いてみませんか？
千葉市では令和４年４月以降、小学校等給食の調理

・洗浄を行う調理員をしていただける方（名簿登録者）

を募集しています。調理経験や調理師免許の有無は問

いません。小学校等の給食会計年度任用職員を希望す

る方は、勤務条件を示した用紙を学校より受け取り、

応募票に記入後、提出してください。

不明な点については、千葉市教育委員会保健体育課（０４３－２４５－５９４５）

まで お問い合わせください。

「お子さんの送迎で、すずらん保育園の駐車場に駐めたり、学校付近の私道に一時停車

したりして待っている車があり、大変迷惑しています。危険を感じるときもあります」

学校に地域の方より届いたご意見です。

おやめください。

学校としましては、「警察等の関係諸機関に連絡していただいて構いま

せん。」としかお答えできない状況です。どうぞ、ご理解ください。


